
国語科学習指導案 3年 単元名：グループの合い言葉をきめよう（東京書籍3年）                     授業者   伊藤 樹莉        令和３年 11月10日 6校時  

児童の実態  
本学級の児童は、学習活動に対して、「やりたい・話したい」という意欲が見られる児童が多く、1学期の学級活動では、大勢の児童が司会に立候補したり、普段、発表が苦手な児童もしっかり

と自分の意見を伝えたりすることができていた。しかし、自分の意見や考えを強く主張しようとするあまり、相手の意見を受け止めることに弱さがある。班活動でも相手の思いや考えより、自分

の意見を通そうとすることが度々みられる。そのため、相手の意見を聞くことや反応することを意識した指導を行っているところである。 

4月に行った標準学力調査の結果では、「話し手が知らせたいことを落とさないように聞いている」児童は86.2%と全国平均を5.8％下回る結果になっていた。このことからも、話を聞くことに課

題があると言える。 
 

単元の主な資質・能力  

単元デザイン  
本単元における重点指導事項は、学習指導要領における〔思考力・判断力・表現力等〕の「Ａ 話すこと・聞くこと」(1)オ「目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、

互いの意見の共通点や相違点に着目して、考えをまとめること。」である。児童はこれまで1対1の対話やグループでの簡単な話し合い活動を経験してきている。本単元では、グループの中に司会

を立て、その進行にそって協働的に話し合うことをねらいとしている。これまでの児童の話し合いは、自分の意見の出し合いに終始してしまい、友達の意見を受け止めたり、グループとしての考

えをまとめたりすることが難しい場面が多く見られた。そこで本単元では、班の合い言葉を決める話し合いを言語活動として設定した。これまでの班活動から見えた課題を踏まえて、「こんな班に

したい」という思いや願いが込められた合い言葉を決める。班で1つの合い言葉を決める話し合いを通して、相手の思いや考えを受け止めながら自分の意見を伝えることができるようにしたい。 

第１次では、これまでの話し合い活動を想起させ、見通しと問題意識を持たせる。特に班での話し合い活動を振り返り、課題を出し合うことで話し合い活動に目的意識を持たせる。また、自分

たちが運動会の合い言葉についてグループで話し合った時のビデオと第4学年の話し合い活動のビデオを見せ、比べることで「もっと上手に話し合いたい」という意欲の高まりが期待できる。第

２次では、話し合いを始める前に、教科書の話し合いの例を用いて、司会の役割や話し合い活動の進め方の工夫を児童の気付きを基に確かめられるようにする。それぞれの立場の工夫を見つけ出

し、共通点や相違点などをまとめる活動を行う。その際、見つけたポイントは「3－2話し合いのポイント」としてまとめ、グループで話し合う活動を見合う際の視点とし、振り返りに活用できる

ようにしたい。また、話し合いでは、相手の目を見ながら自分の考えを伝えたり、相手が理解してくれているかどうかを確かめながら話したりする必要があるということにも気づかせたい。話し

合い活動は生活班で行う。第２次全体を通して、話し合い活動の中で相手の話をしっかり聞き、互いの意見や考えを受け入れるという受容的な態度を養うことを意識し、聞く力を身に付けられる

ようにしていきたい。第３次では、学習のまとめとして、「3‐2話し合いのポイント」を活用しながら、第１時であげたこれまでの課題と今回行った話し合い活動を比較してその成長を確認する。

成長を認め合うことで学習したことの意義をつかませたい。 

研究主題に迫る手立て 

 

 

○【自己決定】話し合いの議題について、自分の意見を持つことができるようにする。 

○【自己存在感】自分の役割を果たしながら根拠をもって自分の考えを伝えられるようにする。 

○【共感的人間関係】互いの意見の共通点や相違点に着目しながら話を聞き、相手の話を受け入れることができるようにする。 

グループの合い言葉を決めよう〈全7時間〉 
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評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
・比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め方

を理解している。【（２）イ】 
・「話すこと・聞くこと」において、目的を意識して、日常生活の中から話題を決め、

集めた材料を比較したり分類したりして、伝え合うために必要な事柄を選んでいる。

【(1)ア】 

・「話すこと・聞くこと」において、目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしな

がら話し合い、互いの意見の共通点や相違点に着目して、考えをまとめている。【(1)

オ】 

・これまでに学習したことや話し合いの経験を生かして学習課

題を明確にし，学習の見通しをもち、目的を意識して、司会の

進行に沿ってグループで進んで話し合おうとしている。 

 

１・２年 

互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて話をつ

なぐこと。 

３・４年 

目的や進め方などを確認し、司会などの役割を果た

しながら話し合い、互いの意見の共通点や相違点に

着目して、考えをまとめること。 

５・６年 

互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合

い、考えを広げたりまとめたりすること。 

安心できる学級・学校づくり～生徒指導の三機能を意識して～ 

中1年 

話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言を結

び付けて考えをまとめること。 

「こんな班にしたい」という思いを込めた合い言葉を決めよう。 

互いの意見の共通点や相違点に着目して考えをまとめる。 

【共有】 

⑦グループで決まったことを伝

え合い、単元の学習を振り返

る。 

【進め方の検討】 

②話し合いの進め方を知る。 

③司会の役割と仕方について考える。 

④話し合いの進め方に沿って、参加者

が気を付けることを考える。 

 

①学習の見通しを立てる 

これまでに経験してきた話し

合い活動を振り返る。 

学習計画を立てる。 

 

単元の目標 

【知識・技能】 

・比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め

方を理解することができる。（２）イ 

【思考・判断・表現】 

・目的を意識して、日常生活の中から話題を決

め、集めた材料を比較したり分類したりして、伝

え合うために必要な事柄を選ぶことができる。Ａ

（１）ア 

・目的や進め方を確認し、司会などの役割を果た

しながら話し合い、互いの意見の共通点や相違点

に着目して、考えをまとめることができる。Ａ

（１）オ 

【学びに向かう力、人間性等】 

・言葉が持つ良さに気付くとともに、幅広く読書

をし、国語を大切にして思いや考えを伝え合おう

とすることができる。 

本単元終了時の目指す児童像 

司会や参加者の役割を果たしながら話し合う中

で、互いの意見を受け入れ、考えをまとめること

ができる。 

【考えの形成】 

⑤自分の考えを持つ。 

⑥司会を立てて、班の合い言葉を

決めるための話し合いを行う。

（本時） 

 



本時の目標 司会の進行に沿って、自分の考えを述べながら話し合いをすることができる。 

本時における見方・考え方 互いの意見の共通点や相違点に着目して考えをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つかむ・見通す            解決活動（考えの形成）            ふり返り 

※留意・手立て 
 

◆前時の学習を想起する。 

T:話し合いの役割にはどんなものがあったかな。 

C:司会や参加者がいた。 

T:今日はみんなで見つけた話し合いのポイントを使いながら話し

合えるといいね。 

T:みんなが今日がんばりたいことは？ 

C:司会の進行にそって話し合いたい。 

C:友達の話を聞きたい。 

T:めあてを決めよう。 

 

◆本時の課題を知る。 

 

 

 

◆学習の流れを確認する。 

・話し合う 

・良かったところや課題を出し合う 

・ふりかえり 

◆話し合い活動をする。 

※お互いに見合う班を決めておく。 

Ｔ:話し合いを観察する人は、「話し合いのポイント」の言葉を見

ながらチェックしよう。 

※4つの班が話し合い、４つの班が観察する。 

※意見をホワイトボードに貼り、分類できるようにする。 

 

◆話合い後、各班で振り返りを行う。 

※見ている班は良かったところを中心に伝える。 

 

◆交代し、話し合う。 

 

 

 

◆よかったところと課題を全体で共有する。 

T：話し合いをしてみてよかったところと課題はどんなところか

な。 

（成果） 

Ｃ：司会の進行にそって話合うことができた。 

Ｃ：反応することができた。 

（課題） 

Ｃ：話がまとまらなかった。 

Ｃ：聞くだけになっていた。 

 

◆ふりかえり 

勉強したことを活かして、話し合い活動をすることができた。 

一つにまとめることはできなかったけど楽しかった。 
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視点 

① 本時のねらいが達成でき

るような学習活動になっ

ていたか。 

② 話し合いの中で互いの共

通点や相違点に着目しな

がら相手の話を受容的に

受け止めることができて

いたか。 

（共感的人間関係） 

評価 

【思考・判断・表現】 

観察・発言 

司会、参加者のそれぞれの役

割を果たしながら話し合い、

互いの意見の共通点や相違点

に着目して考えをまとめてい

るか確認。 

みんなでがんばれるような 

新しい班の合い言葉を決めよう。 

学習の流れ 

 

 

1．復習 

2．ポイントの確認 

3．話し合い 

4．ふりかえり 

グループ 

↓ 

全体 

み
ん
な
で
が
ん
ば
れ
る
よ
う
な 


